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北大水産業報
29(3)，233ー242.1978. 

ウキゴリ (Chαenogobiusannularis Gill) 3型の分布および生態について

中西照幸*

Comparison of ecological and geographical distributions among the 

three types of Chaenogobius annularis Gill 

Teruyuki NAKANISHI* 

Abstract 

Ecological and geographical di前ributionsofもheもhreetyp倒 of0.加四ωgobius
annularis were comp乱redfor七hepresenもp品per. The品reaof distribu色ionof the 
fr.開 hwatertype w制 confirmedfrom the southern part of Kyushu Is1andもoSakhalin. 
On七heother hand， the brackishw抗er七'ypewas distribuもedfrom Y乱kushima
Is1and near Kyu日huto the southern part of Hokkaido Is1and. The middle.re品ch
type wωfound in the north.eastern p品rtof Honshu Is1晶ndthroughout Hokkaidδ 
Is1and. The southern confine of di耐 ibutionare晶 ofもhemiddle.reach type w品目
pushed晶sfar品目Ke自enRiver inぬeTohoku DistricもinもhePacific slope and K乱W晶no
River in the Hokuriku Di鍋，rictin the Japan S朗自lope. The freshwaterもype
inhabited the lake品ndriver， whileぬeotherもwoぬeriver only. 
When the three type呂田existedin a river， the brackishw抗erも，ypewas most 
abundant in the brackishwa七ersof lower stream. On the other h乱nd，the typical 
hab弘前sof the freshw的ertype was a pool with muddy bottom in the lower and 
middle streams， and the middle.reach type was trapped at a shoal of the middle 
的関品.mwith gravel， sometimes muddy自晶ndat the bottom. 
Thu日， the cline of geographical distrib凶ioncould be seen乱longもhelatitude， 
and that of ecological distribuもioncould be seen fromぬelower to the upper cour自e
of a str帥 m. It w品自由upposedthat the geographic晶1disも，ributionm晶inlydepends 
on the旬mperature，and while the combin抗ionofもhe旬，mperature乱ndsalinity， 
andもhetype of river.forms mighもbeinvolved in the control of the ecological 
distribution. 

緒言

ウキゴリ Chaenogobiusannularis Gillはシベリア南部アムール水域からサハリン，沿海外1，中国，

朝鮮に分布する ζ とが知られている。わが国では北海道から奄美大島IL至る各地の河川・湖沼IL生息

し，河川では下流汽水域から中流淡水域に分布する。産卵は日頃すんでいる水域の小石・貝等の下面

tζ一層に産みつけられ，卵はふ化するまで雄が保護する。受精卵は約2週間程でふ化し，他の両側回

遊性魚類と同様にふ化仔魚は流下し，仔稚魚期を海で過ごす。本種IL関する生態学的研究について

は，中村1)の函館近郊の河川における成長と年令の研究，道津ぬの九州地方における初期発生を含む

生活史の研究等があり，最近では，竹内ゅの霞ヶ浦における生態に関する研究， 檎山らペ 綱田らの

のサケ稚魚の食害と関連した生態に関する報告がある。近年，サケ・マスの増殖事業の発展IL伴い，

*北海道大学水産学部発生学・遺伝学講座
(Lahoratory 01 Embryology側 dGenet的 ，Hokkaido University) 
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放流種苗の食害が大きな問題となってきている中で，上・中流区ではカヲカその他の魚がサケ稚魚を

食害するがe〉，下流区においてはウキゴリが最も大きな食害を及ぼすと考えられているの。しかし，ウ

キゴリの生態についてはまだ不明な点も多く，食害魚の駆除の点からも本種の生態についてさらに詳

しく究明する必要があると思われる。筆者は前報において，淡水型，汽水型， 中流型の3型の存在を

明らかにし，斑紋および体節的特徴の比較を行ない， ζれら 3型は各々 ， 形態的11:異なった特徴を有

する乙とを報告したが，さらに，地理的にまた，生態的にも特異的な分布を示す乙とから，本報告で

は3型の分布および生態の比較結果を述ぺ，その結果fL基づき若干の論議を行なった。

本文11:入るに先だち，本研究に当り， 懇切な御指導と原稿の校閲を頂いた北海道大学水産学部浜田

啓吉教授， ならびに原稿をまとめるに当って多大な助言を与えられた同大学発生学・遺伝学講座の山

崎文雄博士および後藤晃博土に深く感謝するものである。また，発生学・遺伝学講座の院生・学生諸

兄には標本の採集等fL協力頂いた，記して，感謝の意を表したい。本研究にあたり， 貴重な標本の使

用を許され，かつ有益な助言を与えられた国立科学博物館の中村守純博士， 友田叙郎博士，長崎大学

水産学部の道津喜衛教授，東京水産大学の高木和徳博士， 標本の使用ならびに多数の標本を提供され

た愛媛大学理学部の水野信彦博士に心から感謝する。その他多くの方々から標本の提供を受けた併せ

て感謝する。

材料および方法

生態調査は 1973年4月から 1974年 12月にかけて主に函館近郊の大野川，戸切地川，流渓川にお

いて行なった。大野川は流程約 35km，戸切地川は流程約24kmであり，流渓川は流程約lOkmの小

河川である。標本の採集は河川では三角網，湖では湖岸のエリ締によった。河川形態の略号は可児7)

の方法に従った。すなわち，Aa型の部分は上流域， Bb型の部分は中流滅，Bc型の部分は下流域に

相当する。 Bb-Bc型は中流型から下流型への移行形態を示す。

結 果

地理的分布

日本全土およびその周辺のウキゴリの分布を図 1-3Iζ示す。汽水型の採集記録は北海道渡島地

方・遊楽部川が北端記録地で，南端のそれは屋久島一湊川である。その間， 46地点の分布が確認され

ている(図 1)。淡水型はサハリン・来知志湖から鹿児島県鹿児島市の和国井堀まで， 58地点での分布

が確認されており， そのうち湖沼あるいはため池での分布は 17地点である。なお， 四国および紀州

南部における採集記録は現在のと乙ろない{図2)。中流型は日本海側では福井県河野川および，太平

洋側では岩手県気仙川以北の各県および北海道全域での分布が確認されている(図3)。

生態的分布 1) 

図4は大野川・戸切地川における 4-6月期の3型成魚の分布を示したものである。大野川 P1(汽

水域， 河川形態 Bc型)，戸切地川 P1(汽水域， Bb-Bc型)ではそれぞれ， 15尾および 18尾の汽水

型のみしか採集きれなかった。大野川 P2(汽水域，Bc型)では汽水型23尾，淡水型5尾，大野川

P3 (汽水域，Bc型)では汽水型 15尾，淡水型28尾，戸切地川 P2(汽水域， Bb-Bc型)では汽水

型45尾， 淡水型 18尾といずれも 2型が同時に採集された。 とζろが， 大野川 P4(淡水域， Bb-Bc 

型)， P5 (淡水域， Bb型)では汽水型，淡水型，中流型がそれぞれ， P4; 8尾， 50尾， 20尾， P5; 1 

尾 6尾， 44尾採集された。戸切地川 P3，P4 (いずれも淡水域， Bb型)では汽水型は採集されず，

p3では淡水型8尾，中流型28尾， P4では淡水型4尾，中流型 44尾が採集された。大野川P6(淡水

域， Bb型)についても同様に汽水型は採集されず， 34尾採集したうち淡水型，中流型は 17尾ずつで

あった。なお4月-6月以外の時期にも，また，上述の2河川以外の河JIIIとおいても，未成魚，成魚
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を問わず同様な分布の傾向が認められた。大当別川の河口域や茂辺地川の河口域(本流)ーいずれも

Bbの河川形態で，若干海水が侵入するーにおいては中流型と淡水型のみで汽水型は採集きれなかっ

た。静岡県西伊豆地方の立保川においては，上流の淡水域 (Aa型， 河口から約 500m)で採集した

18尾はすべて汽水型であった。ちなみに，ウキゴリの河川における分布は会流程の中では，概して下

流に偏っており，中流型においても例外ではない。すはわち，流程 35kmの大野川では河口から 10

kmの地点までの分布が確認されており，流程 25kmの戸切地川では河口から 4kmの地点までの

分布が確認されている(図5)。ただし，石狩川においては奈井江附近(河口から約 100km)でも淡

水型が採集されている。
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Fig. 5. Gradients of Ono River and of Hekirichi River. 

生態的分布 2) 

1974年 11月17日に大野川町 (Bb型，河口から 3.2km)の地点で流水域(瀬)と止水域(たま

り)に分けて採集を行なったと乙ろ，流水域では淡水型6尾， 中流型35尾，一方， 止水域では淡水

型58尾， 中流型 11尾が採集された。同地点において9，10， 12月に行なった採集においても， 同様

に淡水型は止水域fC，中流型は流水域において卓越していた。また， 1974年9月5日から 6日にかけ

て流渓川で行なった調査においても同様の乙とが認められた(表1)。昼間，瀬においては淡水型や汽

水型はほとんど採集きれず，中流型が大部分である。一方，下流の岸辺(干潮時水深 0.5m，満潮時

1. Om)では昼夜を通じて中流型はほとんど採集されない。すなわち， 9月5日午後5時の P4-7の瀬

における採集では，淡水型幼魚がー尾採集された以外は8尾すべてが中流型であった(表1，No.2)。

同様な現象が P5の瀬において終日みられた(表 1，No. 4， 5， 8， 10)。一方， P3の岸辺では昼夜を通

t，て中流型はほとんど採集されず汽水型と淡水型が卓越している(表 1，No. 1， 7， 9)。 とζろが，夜

間において瀬とくに淵頭において淡水型が採集された。すなわち， 9月5日午後9時の P3の瀬におけ

る調査では汽水型1尾， 淡水型 14尾， 中流型8尾が採集され，午前1時の調査においても同様な現

象が認められた(表1，No. 3， 6)。なお，夜間， 岸辺における採集記録がないのは， いずれの型も瀬

-237-



1978. 29(3). 業報産水大:ft 

Daily mig仰 ti・仰 01the蜘reetypes 01 0加en句。biω 側側larisi処RyukeiRωer. 

I No I Time I 
Type 

Table 1. 

Middle. 

IX-5， 1974 1 I 16:30 P3 pool 2 9 
2 17:00 P←7 sho晶l 1 8 
s 21:00 P3 shoal 1 14 8 
4 21:00 P5 自hoal 2 16 

IX-6， 1974 5 1:00 P5 shoal 1 12 
6 1:00 p3 油価l s 9 13 
T 5:30 P3 p∞l T 8 1 
8 5:30 P5 自ho晶I 2 17 
9 10:00 P3 pshoooal l T 7 3 
10 10:00 P5 1 13 
11 12:30 P3-5 pool 2 19 16 

|蜘晶l

Fresh. Br加 :kish.
Point 

Date of 
collecもion

(Description of environmenもofぬ.epoints) 

Distance from 
ぬeriver mouth Depth 

9
0
4官
民

υ
a
u
同

d

p
p
p
p
p
 

0.5-1.0m 
0.4-0.6m 
0.1 m 
0.5--1.0m 
0.1 m 

Type of river-form 

Bb-Bc (Brackishwsters) 
Bb・Bc(Brackishw白色ers)
Bb 
Bc 
Bb 

100m 
200m 
300m 
4ωm 
600m 

Poinも

に出ていでほとんど採集きれなかったためである。こうした岸辺から瀬への日周移動はカヲカ等にお

いても観察され，夜明けとともに岸辺に戻る。また，中流型は瀬の石の下等に主に生息しているが，

淡水型は岸辺の中層を遊泳しているのがしばしば認められた。

察考

地理的分布

ウキゴリは北はアムール水域から南は奄美大島までの分布が確認きれており，極東アジア11:広く分

布する種である。 ζのζ とはウキゴリ属の他の魚種についても同様で，概して日本海の周辺地域に分

布していると云える。なお，フィリッピンから採集されたという報告もあるが， ζれは同定の誤りに

よるものと考えられている叫各型のそれぞれの分布について， まず汽水型の分布は筆者の確認して

いると ζろでは，屋久島から緯国，九州、[，四国，本州および北海道南部K及んでいる。北海道では大

野川，久根別川，戸切地川，流渓JIIfと主11:見られ， ζれら以外の河川では茂辺地JII，遊楽部州で各一
尾採集したのみである。 日高地方の門別川で採集された標本の中11:，ー尾汽水型と思われる個体が含

まれているが検討の余地がある。奄美大島の標本については採集の機会を持Tこなかったが， 恐らく汽

水型K属するものと思われる。なお，中国(満州)の陵水河の河口域11:汽水型が分布しているとの報

告があるが2川，中流型の可能性が強い。次11:，淡水型は九州，[.本州，北海道，韓国，千島(エトロフ

島)およびサハリンの河川と湖沼に分布している。沿海外1.アムール水減の標本については採集の機
会を持Tこなかったが，恐らく分布しいるであろうの10)。最後に， 中流型については採集調査はまだ不

十分であるが，三陸，北陸地方より以北の東北各県および北海道に分布している。なお， ζの型につ

いては今後の調査によってきらにその南限および北限が訂正される ζとが予想されるが， 南限につい
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ては水野らのヨシノポリ類に関する広範な調査および筆者自身の調査からすれば大幅な変更は期待で

きないであろう。

河川の上下におけるすみわけ

道津2)(私信， 1974)は福岡市室見川を始め，九州各地のかなり犬きな川について同r，河川の河口，

中流域に汽水，淡水の両型がそれぞれ也息していると述べているが，函館近郊の大野川，戸切地JI[そ
の他二，三の河}1[11':おいても同様な現象が認められた。すなわち，汽水裂は下流域，淡水型は中・下

流域，中流型は中流域にとそれぞれ分布しており， 同一河川において地理的分布と平行した分布の勾

配が認められる。なお，図41とは 4-6月期の成魚の分布しか示していないが， ζ うした現象は年令，

性，季節によっても変化は認められない。しかし， それぞれの分布域は明確に分かれているわけでは

なしある程度重複し地点によっては3型が混棲する。水野11)も高津川において両型がともに淡水域

に生息している ζとを観察している。乙のように同一河川の上下における各型のすみわけは 3型あ

るいは2型が分布している比較的大きな河}I[で一定の傾向として認められるが，一つの型あるいはニ

型しか分布していない河川(例;前者一西伊豆，紀州および四国の諸河JI[，後者一北海道南部の厚沢
部川，汐泊JII)および，河口域が発達せず中流の河川形態のまま海11':注ぐような河川(例;北海道南
部の大当別JIし茂辺地Jmにおいては分布の様相は異なる。すなわち，静岡県西伊豆地方の立保JI[で
はAa-Bb型の淡水域にも汽水型が生息しているのに対し，函館近郊の大当別川の河口域 (Bb型)に
は中流型が，汐泊川河口域(Bc型)fとは淡水型のみが分布している。

瀬と淵におけるすみわけ

同一河JIIの上下におげる 3型のすみわけだけでなし さらに2型が混棲する地点では淡水型と中流
型がそれぞれ淵および瀬にすみわけでいる。 ζれについては石野12)も流渓Jl[f1':おいて詳細な観察を行
ない同様な結果を得ている。中流型は大当別川等においてはイワナ・ヤマベ等の生息する Aa型域に

まで分布しているが，大部分はカヲカやヨシノポリ11':比べて流れのゆるやかな平瀬の石の下ゃ，ある

いはやや砂泥を被った石が散在する浅瀬11':生息している。一方，淡水型は流れのほとんどない水域で

あれば何処にでも生息できるようであり， 下流や中流の淵の草や物陰tζ潜んでいる乙とが多く，中流

型に比ぺ中層遊泳性が強い。特11':湖沼11':生息しているのはとの型11':限られている。汽水型の生息場所

は淡水型とほぼ似ている。産卵期・非産卵期についても顕著な変化は認められないが，たt:，産9糊
t己中流型ゃ汽水型の雄は営巣行動や卵の保護のために平瀬の石の下面11':潜んでいるととが多く， それ

に対し雌は平瀬11':面した岸辺11':分布している。また，淡水型と汽水型は夜間，平瀬や淵頭等11':現われ

る。乙れが索餌のためかどうかは明らかではないが， ウキゴリが夜行性の魚種である ζ とは報告され

ているd)。なお，各型の幼魚は湖上後1-2ヶ月でほぼ成魚の生息場所に分布するようになる。従っ

て，ウキゴリ幼魚が湖上し始めてから一ヶ月ぐらい都品すると，急激に幼魚の生息密度が低くなるよ

うに見えるが，これは分散や防御反射の発達とともに生活様式の変化が起ζるためと考えられる。

分布の支配要因について

分布の支配要因としては大きし物理化学的要因，生物学的要因，歴史的要因があげられる。地理

的分布， とりわけ，分布と種分化あるいは種内分化との関連を考究する場合， どうしでも種としての

類縁関係，地史との関連といった歴史的要因を考慮する必要があるカむ 今のと乙ろ，各型の分布図が

未だ十分把握されていないζ と，形態学上の諸形質が3型閑で錯雑し，類縁的関係を考察する資料が

不十分である ζとおよびウキゴリなどの両仮IJ回遊性魚類においては純淡水魚と異なり， その分布は気

候的要因11':左右されていると考えられる ζとから， 生理学的・生態学的方法によりその分布の支配要

因について論じたい。そこでまず， 物理化学的要因として， 1)水質{塩素量)， 2)水温， 3)河川
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形態(流速，底質)を取り上げ，

る。

塩素量淡水型と汽水型の分布については河川の上下といった塩素量と平行した関係が認められ

る。しかし，竹内坊が指摘しているように北海道日高地方の河川の河口域や汽水湖である霞ヶ浦や北

浦にも淡水型が生息し，逆に， 西伊豆地方の河川では淡水域にも汽水型が生息しているととから，乙

の両型の分布は塩素量のみによって規定されるものでないと考えられる。また，中流型についても，

大当別川や流渓川では河口汽水域 (Bb型)にも生息している ζとから同様な乙とが云える。

河川形態 2型あるいは 3型が同一河川内ですみわけている ζ とについては， 既に述べたように河

川形態が大きく関与している ζ とが考えられるが， 生態的分布tとかなりの重なりが見られる乙と，さ

らに，地理的分布を考えた場合，例えば北海道槍山地方の厚沢部川の河口域(Bc型)には汽水型が分

布せず， 一方， 西伊豆の河川の Aa-Bb型域に汽水型が生息している乙とから， 河川形態のみによっ

てもまた ζれらの分布を説明することは出来ない。

29(3). 

ζれらの要因と現在までに判明している 3型の分布について考察す
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Fig.6. 

水温河川の上下における分布(垂直分布)と地理的分布(水平分布)が平行している ζ とから，と

れらの分布IL水温が関与している乙とが十分考えられる。しかし，地理的，生態的分布にかなりの重

複が見られる乙とおよび河川におけるウキゴリの分布が下流に偏っていて， 河川全体かみらると比較

的狭い分布をしているととから， 少くとも生態的分布は単に水温のみによって規定されているとは言

い難い。すなわち，同一河川内での分布においては各型の分布域の聞に年聞を通して顕著な差異は見

い出きれず，仮に若干の差があっても，むしろ，その差は各型の分布圏内における温度差， 季節変動

および日変動に包含されてしまう。たとえば， 大野川のP1とp6とでは測定時刻を考慮してもせい

ぜい 50C 違うに過ぎない。と ζ ろが，季節的I~見ると 8 月と 12 月とでは 200C 余りも変化しており，

流渓川や下流域Iとおいては8月に 25.00Cにまで上昇し， 1月には1.50C にまで低下しており年較差

は 23.50Cである(図的。一日のうちでも流渓川での7月下旬の観測では rcも変化している。季
節lとより温度抵抗性が変化する ζとはヨシノポリにおいても報告されているが13h ζれらの変化を考

慮しでもなお季節変動の方が各型の分布域間の温度差よりも大きい。 さらに，産卵期の水温が関与し

ている可能性については，ウキゴリの産卵期聞がかなり長期にわたり， そのため水温にもかなりの変
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化のある ζ とから考え難い。すなわち，ウキゴリの産卵瑚は福岡市附近では 1月から 5月にわたり，

水温は 6.8~23.80C まで変化するの。函館附近では産卵期は 5 月上旬から 7 月中旬にまで及ぴ，水温

は 12.2~23. 80Cまで変化する(図的。従って，河川lの上下における分布の要因を水温のみによっ

て考えるととは困難である。

以上， ウキゴリ 3型の分布と密接に関連していると思われる物理化学的要因について検討してきた

が，地理的分布， 生態的分布両者の主要な支配要因を単一要因の単独作用K帰する ζとは不可能であ

る。そこで，筆者は地理的分布(分布圏)は水温iとより強く規定され， それに対して生態的分布は塩

素量，塩素量と水温の協働作用および河川形態によって支配されると考えた。すなわち，北海道日高

地方の河川や檎山地方の厚沢部川や天ノ川の河口域に汽水型が見られず淡水型が生息しているのは，

汽水型は北海道南部より以北においては， 低水温tとより分布出来ないためであり，一方，四国や紀州

南部に淡水型が分布せず，中流型の分布が三臨北陸以北に限定されているのは高水温が分布の制限

要因となっているものと理解される。なお，この際の水温というのは河川内の水温にとどまらず， ζ

れらの種は湖沼産淡水裂を除き仔稚魚期の 1~2 カ月を海で過ごすことから， 海流と関連した海水温

を含めて考えるものとする。

とζろが，地理的分布のようなマクロな分布において主要な要因となった水温条件が， 分布圏内

(生息温度範囲内)におげる生態的分布においては第一義的な役割を失って，新たに別な条件が分布

の支配要因として主要な役割を果たすようになると考えられる。従って，同一河川内における各型の

上下の分布やさらに瀬と淵といったミクロな分布は塩素志水温一塩素量， 河川形態によって支配合

れると考えられる。特に汽水型と淡水型の聞には水温一塩素量が，淡水型と中流型の問には河川形態

が関与している可能性が強い。なお，霞ヶ浦のような汽水湖に淡水型が生息している ζとについては

淡水裂の生態的分布が下流汽水域から中流淡水域へと広範囲にわたっていること，成魚，未成魚とも

に淡水，海水いずれでも飼育出来るように広塩性である ζとを考えるならば，淡水型にとっては塩素

量よりも河川形態が， ζの場合には湖という止水環境が淡水裂の生息を可能にしていると理解され

る。 さらι 以上の説明の他K，もう一つの可能性としては水温一塩素最の協働作用が生態的分布に
止まらず，地理的分布をも支配する要因となり得る ζとも考えられる。すなわち，各型の浸透圧調節

能力の差異がそれぞれの地理的，生態的分布を規定すると考えられる。

きて，以上，ウキゴリ 3型の分布を環境との関わりで論じてきたが， なお十分説明し切れない現象

が残されている。たとえば，西伊豆地方の諸河JIIのAa-Bb型の淡水域K汽水型が分布しているのは，

ζれらの地方においては河川水温が高いため比較的高水温K適応している汽水型が上流域にまで分布

し得るのではないかと考えられるが， 一方，西伊豆地方には中流型や淡水型が分布していないため，

空いている生態的地位に汽水型が侵入しているとも考えられる。また，同一河川においていずれも生

理的には淡水，汽水に生存可能伝淡水型， 汽水型の両型が一定の勾配をもってすみわけている ζ とに

ついては， 物理化学的要因に加えて種間あるいは型問の相互作用といった生物学的要因が働いている

乙とも十分考えられる。

要 約

ウキゴリ c.annularisの3型の分布および生態について比較し， ζれらの特異的役分布を支配す
る要因について論議した。

1) 淡水型は九州、|南部からサハリンまでの湖沼および河川での分布が確認されており， 汽水型は北

海道南部より屋久島に至る河JIII1:分布する。中流型は三陸，北陸以北の河JIII亡分布する。

2) 3型が混棲する河川においては， 汽水型は下流汽水域11:，淡水型は下流域と中流域の淵に主に

分布し，中流型は中流域の浅瀬K主に分布する。
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3) ζれらの分布を支配する要因としては，主IL，水温が地理的分布を規制し， 水温と塩素量の協

働作用および河川形態が生態的分布を規制していると考えられる。
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